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人と物が繋がる人間中心の社会「Society5.0時代」を推進する上におい

て、デジタル化・オンライン化、そしてDXの加速化など社会背景が急激

に変化する時代に突入しています。次代を担う子どもたちには多様な人々

と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持

序 続可能な社会の創り手となる資質・能力を身につけることが求められてい

ます。

当センターでは北海道教育研究所連盟第18次共同研究『一人一人の子

どもを主語にする学校教育の実現に向けて』を主題とする共同研究推進

『 難しいことは易しく、 計画に参画し、『授業力の向上と校内研修の在り方～子ども主体の授業づくり

易しいことは重たく、 を通して～』を研究主題として、3年次研究の１年目にあたる研究を推進してき

そして広く 』 ました。

（最終）

研究委員会では視点１として個別最適な学びと協働的な学びの一体的

～現場を見据えた調査研究を な充実を図るための授業改善として、学習指導研修講座と検証授業、そ

目指して～ して指導案バンクの３つの内容から、視点２として教職員が主体的にな

るための研修の工夫と改善として、校内研修講座と検証授業の２つの内

容から研究主題に迫っていく取組を行ないました。

取組の一つに情報収集として、アンケートの実施や研修講座における

先生方の困り感の分析を行なってきました。その結果、変化が必要な中で

なかなか情報が手に入れられず、困っていると共に、必要な情報が必要な

人に届いていないことが確認することができました。

また、蘭越小学校を会場に開催した検証授業ではセンターが推奨して

いる板書型指導案の活用して、毎時間の評価規準を明確にした単元計画を

作成することによって、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

を図ることの検証をすることができました。

調査研究の中間報告という位置づけされる調査研究事業報告会は当日

参加も含めて管内ほとんどの市町村から75名の参加を得ました。今回の

大きな成果の一つに、現場の最前線に立っている教諭の先生方の参加が

多く、研究協議では大いに質疑応答がなされ、大きな熱量を感じ取るこ

とができました。

また、報告会の参加者の声から指導案バンクと板書型指導案が年度を

重ねる毎に、学校や一般の先生方に広まっていることを実感しました。

今後更に、センターから発行される研究紀要やリーフレットに指導案バ

ンクのQRコードを入れていきますので、ご活用下さるようお願いします。

当センターの調査研究の内容を小樽・後志の教職員が「なるほど」と理

解し、「この位なら自分でもやれるかな」という気持ちになってくれることを願

います。その後、実際に各学校で使ってみて、その成果はどうであったのか検

証され、最終的には子どもたちへ還元されることが一番大切なことであります。

そこで初めて当センターの調査研究の価値が生まれることになります。

結びになりますが、所員を支えて頂いた校長先生、そしてご指導いた

だきました北海道教育庁後志教育局、教育関係機関の皆様に厚く感謝申

後志教育研修センター し上げ、発刊の言葉と致します。

所長 長谷川 誠

令和７年3月
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<第１章>研究の概要

１．研究主題および副主題

２．主題設定の理由

授業力の向上と校内研修の在り方
～子ども主体の授業づくりを通して～

（１）子供たちの生きる社会

グローバル化は社会に多様性をもたらし、急速な情報化が進んでいる。それが人間の生活を大

きく変化させ、社会のあらゆる領域で今までに想像がつかない変革が起きている。その将来の変

化が予測できない時代を前に、教育の在り方も新たにしていかなければならない時代に突入して

いる。

（３）子どもたちに求められる力

その時代において、子どもたちには、現在と未来に向けて、自らの人生をどのように拓いてい

くことが求められているのか。また自らの生涯を生き抜く力を培っていくことが問われている中、

新しい時代を生きる子どもたち、学校教育に求められる力はどのようなものなのか。これまでの

同一の学力を要素として、教える内容に重点を置いてきた学習指導要領から、「主体的な学び、対

話的な学び、深い学び」という、学び方をより重要視されている。それは子どもたちに、５つの

生きる力を学ぶことが重要であることを提言している。「主体的に生きる」「多様な人々と生きる」

「協力して生きる」「感謝して生きる」「誇りにして生きる」力を学ぶことである。

（２）求められる授業像
子どもたち一人ひとりにこれからの時代に必要な資質・能力をはぐくみ、生涯にわたって積極

的に学び続けることができるようにしていくことが求められる。その実現には、授業改善が必須

である。教師が一方的に教え込む授業から、子どもが教わったことを生かして自ら考え、判断し、

表現して学び合う、そうした授業への転換である。

授業において、複数の選択肢から学習の課題や内容、方法等を選択・決定しながら学ぶ、「主体

的な学び」が求められる試行錯誤を繰り返し、自分の学習の状況をふり返って把握し、学習の改

善に向かって自ら学びを調整しようとする態度や、粘り強い取組を行おうとする態度を養うこと

が、子どもたちが生涯にわたって主体的に生活を送る基盤となる。
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３．研究仮説

４．研究の視点

＜参考文献＞

平成２７年度 文部科学省 教育課程企画特別部会 論点整理

北海道教育委員会「北海道における教員育成指標 平成２９年３月（令和５年３月改訂）

令和５年度 北海道教育研究所連盟 第 18次共同研究 概要

令和６年度 文部科学省 今後の教育課程、学習指導及び学習評価等の在り方に関する有識者検討会 論点整理

仮説１

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図るための授業改善に向けて、授業づく

りの指針を示すことで、管内の授業づくりに寄与することができる。

仮説２

教職員自身が学び続ける姿勢を大切にする研修を行うことに、工夫・改善を共有することで、研修

づくりの一助になることができる。

視点１「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図るための授業改善

・研修講座（授業づくり）～～経験の浅い教員と共に、授業づくりの方法を考える。

・研修講座（授業改善）～～～中堅の教員と共に、一体的な充実を図るための授業改善の方法につ

いて考える。

・検証授業～～～～一体的な充実を図るための授業づくりについて、実践・検証を行う。

視点２

教職員自身が主体的になるための研修の工夫と改善

・研修講座（校内研修）～～校内研修の在り方について、研修担当の先生方とともに考える。

・検証授業～～一体的な充実を図るための方法について、考えるとともに、その学校の研修の方

法を知り、よりよい校内研修の工夫について考えていく。

・指導案バンク～～授業づくりの参考としてもらえるよう、実践事例を広く集める。

（４）研究の方向性

これからの時代に求められる力を手に入れるためには、質の高い授業実践を行うことが必須で

ある。また、このような授業を構成するためには、なぜこの学習が必要であるか理解し、どのよ

うに準備を進め、どのような態度で教師自身が授業に臨むべきかが大切である。これらを踏まえ、

後志教育研修センター学習指導に関わる調査研究委員会では、「授業力の向上と校内研修の在り方

～子ども主体の授業づくりを通して～という研修主題のもと、３年次研究の１年目の研究推進に

取り組んでいく。
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５．研究計画

（１）年次計画と実際

（２）推進計画

①所員による研修講座

【第１年次】令和６年度（２０２４年度）「情報収集の１年」

○「研究主題」「主題設定の理由」「研究仮説」「研究の視点」の検討

〇資料収集とアンケート等により，現在の課題の整理

○検証授業

○研修講座「学習指導（授業づくり・授業改善）」「校内研修」の資料作成・講座の運営

○指導案バンク整理・収集作業

○調査研究事業報告会に向けた準備と発表 研究紀要の作成

【第２年次】令和７年度（２０２５年度）「情報収集・検討・発信の１年」

〇現状における効果的な内容の発信

○検証授業

○研修講座「学習指導（授業づくり・授業改善）」「校内研修」の資料作成・講座の運営

○指導案バンク収集・整理作業

○調査研究事業報告会に向けた準備と発表 研究紀要の作成

【第３年次】令和８年度（２０２６年度）「３年間の調査のまとめ」

〇発信した内容の整理・検討

○検証授業

○研修講座「学習指導（授業づくり・授業改善）」「校内研修」の資料作成・講座の運営

○指導案バンク収集・整理作業

○調査研究事業報告会に向けた準備と発表 研究紀要の作成

６月５日（水）

研修講座「学習指導（授業づくり）」

～明日の授業が楽しみになる１単位時間の授業づくり～

対象：初任段階層（１～５年程度の経験年数）

○１単位時間の授業づくり

☆担当所員

◎中村 輪嶋 山本
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②検証授業
１１月２８日（木） 蘭越町立蘭越小学校１年１組 算数科 長坂 真奈美 教諭

③指導案バンク

昨年度、集めた指導案をより見やすい形にするために、ファイルを整理した。今

後、広く指導案を集め、後志全体の学校で活用しやすい形を模索していく。

６月１１日（火）

研修講座「校内研修」

～全員参加の校内研修を目指して～

対象：分掌チーフ･ミドルリーダー層（５年程度～）、研究担当者

○研究主題解決のための研究仮説研究計画の立て方、まとめ方など

☆担当所員

◎大塚 橋谷 秋森

９月１８日（水）

研修講座「学習指導（授業改善）」

～児童・生徒の学びに向かう力の育成を目指して～

対象：分掌チーフ･ミドルリーダー層（５年程度～）

○主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善について

○学習評価の改善について

☆担当所員

◎工藤、中島、平間
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６．研究構造図

22世紀まで生きる子どもたちに
・Society 5.0～持続可能な未来社会の創り手として，技術革新や社会の変革を生み出していく力

・「生きる力」～３つの柱 知識・技能／思考力・判断力・表現力／学びに向かう力，人間性等

・学習指導要領の実施～主体的・対話的で深い学び／指導と評価の一体化

学校現場のニーズ 研修センターに期待される役割

授業力の向上と校内研修の在り方

～子ども主体の授業づくりを通して～

研究体制・方法

・検証授業 ・理論研究 ・研修講座「学習指導」「校内研修」 ・指導案バンク

視点２ 教職員自身が主体的になるための研修の

工夫と改善

・研修講座（校内研修）～～校内研修の在り方につ

いて、研修担当の先生方とともに考える。

・検証授業～～一体的な充実を図るための方法に

ついて、考えるとともに、その学校の研修の方法

を知り、よりよい校内研修の工夫について考え

ていく。

・指導案バンク～～授業づくりの参考としてもら

えるよう、実践事例を広く集める。

《仮説２》

教職員自身が学び続ける姿勢を大切にする研

修を行うことに、工夫・改善を共有すること

で、研修づくりの一助になることができる。

視点１「個別最適な学び」と「協働的な学び」の

一体的な充実を図るための授業改善

・研修講座（授業づくり）～～経験の浅い教員と

共に、授業づくりの方法を考える。

・研修講座（授業改善）～～～中堅の教員と共に、

一体的な充実を図るための授業改善の方法につ

いて考える。

・検証授業～～～～一体的な充実を図るための授

業づくりについて、実践・検証を行う。

《仮説１》

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の

一体的な充実を図るための授業改善に向け

て、授業づくりの指針を示すことで、管内の

授業づくりに寄与することができる。
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調査研究委員会　年間計画

回 日　時 名　称 内　容 備　考

1 5月29日（水）
　所員会議後

第1回
調査研究委員会

①推進委員長、副委員長の選出
②研究主題の確認
③年間計画の作成
④研修講座講師決定→講座内容の検討→
　事前研日程

研修センター
第一研修室

2 ５月２９日（水）
第１回調査研究委
員会後

第２回
調査研究委員会
（授業づくり）

①研修講座「学習指導（授業づくり）」 事前
研修講座内容の確認・検討
②レジュメの印刷、丁合等。

研修センター
研究室　中村T、輪
嶋T、山本T

3 ６月５日（水） 第３回
調査研究委員会
（校内研修）

①研修講座「校内研修」
 事前研修講座内容の確認・検討
②レジュメの印刷、丁合等。

研修センター
研究室　大塚T、橋
谷T、秋森T

研修講座
「学習指導
（授業づくり）」

①運営、講師、参加
※参加の都合のつく所員は参加。

第４回
調査研究委員会

①研修講座「学習指導（授業づくり）」
　の事後研修

研修講座
「校内研修」

①運営、講師、参加
※参加の都合のつく所員は参加。

第５回
調査研究委員会

①研修講座「校内研修」の事後研修

6 ８月２日（金） 第６回
調査研究委員会
（授業改善）

①研修講座「学習指導（授業改善）」
　事前研修　講座内容の確認・検討
②レジュメの印刷、丁合等。

研修センター
研究室　工藤T、中
島T、平間T

研修講座
「学習指導
（授業改善）」

①運営、講師、参加
※参加の都合のつく所員は参加。

第７回
調査研究委員会

①研修講座「学習指導（授業改善）」の事後
研修

8 １１月
クラウド上

検証授業事前研
第8回
調査研究委員会

①各研修講座の交流
②検証授業事前検討

9 １１月２８日（木） 検証授業①
第9回
調査研究委員会

①授業検証（個別の見取り）
②事後研
③調査研究事業報告会に向けた報告内容
　検討、役割分担

蘭越小学校

10 １月１０日（金）
報告会の前

第10回
調査研究委員会

①研究紀要骨子、役割分担の確認
②調査報告事業報告会に向けた最終確認

11 1月１０日（金） 調査研究事業
　　　　報告会

①プレゼン発表
②運営、参加

12  2月４日（火）
所員会議後

第11回
調査研究委員会

①研究紀要原稿持ち寄り、検討
②来年度の研修講座の内容検討

13 ２月クラウド上 ①研究紀要原稿の最終チェック

4 6月５日（水） 蘭越小学校
講師
中村T、輪嶋T、
山本T

5 6月１１日（火） 研修センター
第一研修室
講師　
大塚T、橋谷T、秋
森T

7 9月１８日（水） 泊小学校

講師
工藤T、中島T、平
間T

研究の概要　6



【第 2章】

研究の内容





校内研修　1



校内研修　2



校内研修　3



校内研修　4



校内研修　5



校内研修　6



校内研修　7



校内研修　8



校内研修　9



校内研修　10



板
書
型
指
導
案
を
用
い
て

算
数
科
の
授
業
を
公
開

公開授業について

授業づくり　1



『
自
力
解
決
』
か
ら

『
全
体
交
流
』
ま
で
の
流
れ

『
全
体
交
流
』
に
お
け
る

発
問
の
工
夫

『
全
体
交
流
』
の
目
的

授業づくり　2



児童の実態を見取るための手立て

『ワークシート』や『発表の仕方』

事後研と講義について

授業づくり　3



授業づくり　4



授業づくり　5



≪成果≫

・初任者層の先生方にとって、少しでも今回の授業や講義、演習で得るものがあった

こと。

・初任者層の先生方同士で話したことで、すっきりしたり明日からのエネルギーに

なったりしたこと。

・研修センター所員からアドバイスをもらう時間があったこと。

・昨年度よりも演習の時間を長くしたことで、参加した先生同士で話したり、実際に

指導案を書いたりする時間を確保できたこと。

≪課題≫

・開催時期の影響か、中学校の先生方が参加しにくくなっており、中学校の先生が参

加した場合は、授業の悩みにピンポイントで応えられるような講師陣が必要にな

ること。

演習と板書型指導案

板
書
型
指
導
案
を
使
っ
た
授
業
づ
く
り

成果と課題

授業づくり　6



授業改善　1



授業改善　2



授業改善　3



授業改善　4



授業改善　5



検証授業　1



公開授業について

検証授業　2



事後研と調査研究委員会の話し合い（視点１）

検証授業　3



校内研修について（視点２）

検証授業　4



検証授業　5



１
年
算
数
科
「
く
ら
べ
か
た
」

 
 〈
単
元
目
標
〉

 

量
の
理
解
の
基
礎
と
な
る
経
験
を
重
ね
て
感
覚
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、
長
さ
、
か
さ
、
広

 

さ
な
ど
の
量
の
大
き
さ
の
比
べ
方
を
考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
。
ま
た
、
身
の
ま
わ
り
に
あ
る

 

も
の
の
大
き
さ
に
親
し
み
、
算
数
で
学
ん
だ
こ
と
の
よ
さ
や
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
学
ぶ
態
度

 

を
養
う
。

 

 〈
評
価
規
準
〉

 

 〈
単
元
計
画
（
全
９
時
間
）〉

 

  

  関
連
す
る
学
習
・
活
動

 

・
２
年
算
数
科
「
長
さ
」

 

 
 

 
 

 
 
「
長
い
も
の
の
長
さ
」

 

 
 

 
 

 
 
「
水
の
か
さ
」

 

・
３
年
算
数
科
「
長
さ
」

 

 
 

 
 

 
 
「
重
さ
」

 

 こ
の
単
元
で
想
定
さ
れ
る
「
深
い
学
び
」
の
あ
る
姿

 

・「
テ
レ
ビ
と
机
の
長
さ
を
比
べ
ら
れ
た
。」
➡
タ
イ
プ
①

 

・「
テ
ー
プ
に
写
し
取
る
と
、
も
の
を
動
か
さ
な
く
て
も
長
さ
を
比
べ
る
こ
と
が
で
き

 

た
。」
➡
タ
イ
プ
③

 

・「
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
長
さ
を
、
テ
ー
プ
に
写
し
取
っ
て
比
べ
て
み
た
い
な
。」

 

➡
タ
イ
プ
④

 

・「
自
分
の
定
規
は
長
さ
を
測
る
の
に
使
え
な
い
か
な
。」
➡
タ
イ
プ
④

 

           
 

  

知
・
技

 
長
さ
、
か
さ
、
広
さ
な
ど
の
量
を
、
具
体
的
な
操
作
に
よ
っ
て
直
接
比
べ
た

り
、
他
の
も
の
を
用
い
て
比
べ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

思
・
判
・
表

 
身
の
ま
わ
り
の
も
の
の
特
徴
に
着
目
し
、
量
の
大
き
さ
の
比
べ
方
を
見
い
だ

し
て
い
る
。

 

主
体
的

 
見
の
ま
わ
り
に
あ
る
も
の
の
量
に
親
し
み
、
算
数
で
学
ん
だ
こ
と
の
よ
さ
や

楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
。

 

①
 

長
さ
の
意
味
、
比
べ
方
（
直
接
比
較
）
を
理
解
す
る
。

 

②
(本

時
)③

 
長
さ
の
比
べ
方
（
間
接
比
較
）
を
理
解
す
る
。

 

④
 

長
さ
の
任
意
単
位
に
よ
る
測
定
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 

⑤
⑥

 
か
さ
の
意
味
、
比
べ
方
（
直
接
比
較
、
間
接
比
較
）
を
理
解
す
る
。

 

⑦
 

か
さ
の
任
意
単
位
に
よ
る
測
定
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 

⑧
 

広
さ
の
意
味
、
比
べ
方
（
直
接
比
較
、
間
接
比
較
）、

任
意
単
位
に
よ
る
測
定

に
つ
い
て
理
解
す
る
。

 

⑨
 

広
さ
を
任
意
単
位
で
表
し
、
比
べ
る
。（

じ
ん
と
り
ゲ
ー
ム
）
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授
業

略
案

（
２

０
２

４
年

 
１

１
月

 
２

８
日

）
流

れ
型

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
授

業
者

（
 

 
長

坂
 

真
奈

美
 

 
）

 

本
時

の
目

標
 

    
 

導
入

 
展

開
 

終
末

 

主
体

的
な

学
び

 

・
選

択
肢

問
題

 

・
授

業
内

の
活

動
の

ル
ー

テ
ィ

ー
ン

化
 

・
丁

寧
な

課
題

設
定

 

・
丁

寧
な

前
時

の
振

り
返

り
 

・
丁

寧
な

見
通

し
 

・
子

ど
も

達
の

言
葉

で
課

題
を

設
定

 

・
子

ど
も

達
に

と
っ

て
身

近
な

問
題

の
設

定
 

・
単

元
を

貫
く

帯
活

動
 

 
 

 
 

 

・
導

入
遊

び
 

・
立

場
を

明
確

に
す

る
発

問
！

 
 

対
話

的
な

学
び

 

 
・

教
師

の
問

い
返

し
 

⇒
「

み
ん

な
は

ど
う

思
う

？
そ

れ
で

い
い

？
」 

・
効

果
的

な
ペ

ア
交

流
（

質
と

時
間

）
 

・
子

ど
も

と
子

ど
も

を
つ

な
ぐ

全
体

交
流

 

⇒
「

○
○

さ
ん

は
ど

う
で

す
か

？
」

 

・
相

手
を

受
け

入
れ

る
反

応
の

仕
方

！
 

⇒
「

い
い

で
す

。
」「

同
じ

で
す

。」
 

 

・
数

直
線

発
問

 

・
ネ

ー
ム

プ
レ

ー
ト

の
活

用
！

 

・
数

直
線

の
活

用
 

・
IC

T
を

活
用

し
た

交
流

 

・
軽

い
発

問
 

・
・「

も
し

も
、

○
○

だ
っ

た
ら

…
」

発
問

 

 

深
い

学
び

 

・
本

時
の

ね
ら

い
の

明
確

化
『

本
時

で
付

け
る

力
は

…
 

 
 

 
 

 
 

』
 

・
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

活
用

 
・

児
童

が
ま

と
め

を
つ

く
る

！
 

・
充

実
し

た
問

題
演

習
の

時
間

！
 

・
振

り
返

り
の

時
間

を
確

保
！

 

 

直
接

比
較

で
き

な
い

も
の

の
長

さ
の

比
べ

方
を

考
え

る
。

 

学
習

活
動

・
発

問
 

児
童

の
発

言
・

考
え

 
備

考
 

１
．

前
時

の
ふ

り
返

り
 

 ２
．

本
時

の
問

い
 

「
テ

レ
ビ

の
横

と
の

長
さ

と
先

生
の

机
の

横
の

長
さ

は
、

ど
ち

ら
が

長
い
？

」
 

 ３
．

予
想

 

４
．

課
題

 

 ５
．

比
べ

方
を

考
え

、
見

通
し

を
も

つ
。

 

 ６
．

自
分

た
ち

の
考

え
を

も
と

に
、

長
さ

を
比

べ
る

。
 

 ７
．

長
さ

比
べ

の
結

果
と

比
べ

方
を

全
体

で
交

流
す

る
。

 

 ８
．

比
べ

方
を

グ
ル

ー
ピ

ン
グ

す
る

。
 

 ９
．

ま
と

め
 

 １
０

．
ふ

り
返

り
 

①
直

接
比

較
の

比
べ

方
を

ふ
り

返
る

。
 

 
・

端
を

そ
ろ

え
て

同
じ

向
き

に
並

べ
る

 

・
曲

が
っ

て
い

る
も

の
は

ま
っ

す
ぐ

に
 

 
・

ハ
ン

カ
チ

は
折

っ
て

並
べ

る
 

 ③
直

接
比

較
が

で
き

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

 ⑤
比

べ
方

を
グ

ル
ー

プ
で

考
え

る
。

 

 
「

並
べ

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

比
べ

ら
れ

る
」

と
い

う
見

通
し

を
も

つ
。

 

    ⑧
間

接
比

較
、

任
意

単
位

に
よ

る
比

較
、

そ
の

他
の

考
え

、
に

わ
け

ら
れ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

 

 
 

⑨
自

分
が

納
得

し
た

方
法

に
つ

い
て

、
ま

と
め

の
文

を
考

え
る

。
 

 ⑩
３

段
階

で
自

己
評

価
（

挙
手

）
 

     ④
自

己
評

価
の

規
準

を
伝

え

る
。「

正
し

い
比

べ
方

を
自

分

の
力

で
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

ら
◎

だ
よ

。」
 

 ⑤
⑥

３
人

一
組

の
グ

ル
ー

プ
で

活
動

す
る

。
 

 ⑥
見

通
し

が
持

て
な

い
場

合
に

は
、

前
時

に
使

用
し

た
道

具

（
毛

糸
、

紙
テ

ー
プ

、
棒

、
え

ん
ぴ

つ
な

ど
）

を
提

示
す

る
。

 

Ｂ
評

価
（

 
 

が
Ａ

評
価

）
：

直
接
比

較
で

き
な

い
も
の

の
長

さ
の

比
べ
方

を
自

力
で

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。（

思
・
判

・
表

）
 

○か
 
な
ら
べ
ら
れ
な
い

 
も
の
の

 
な
が
さ
を

 
く
ら
べ
る

に
は
、
ど
う
し
た
ら

 
い
い
で
し
ょ
う
か
。

 

テ
レ
ビ
や
机
よ
り
長

い
も
の
が
あ
れ
ば
…

 

え
ん
ぴ
つ
を
つ
な
げ
て

長
さ
を
測
れ
な
い
か
な

 

う
で
を
広
げ
て

測
れ
な
い
か
な

 

○ま
 
な
ら
べ
ら
れ
な
い
と
き
は
、
〇
〇
す
る
と
く
ら
べ
る

 

こ
と
が

 
で
き
る
。
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Ⅲ 指導案バンク、オンデマンドについて

後志教育研修センター

指導案バンクのお知らせ

後志教育研修センターでは、後志管内の先生方に向けて、授業力の向上や校
内研究の活性化を目指し、指導案バンクを始動しました。
明日の授業づくりのヒントとなるように、学習指導案や板書指導案、単元計画な

どを One Drive（クラウドフォルダ）にまとめました。
ぜひ、管内の先生方に指導案バンクを活用していただきたいと思います。また、先
生方から指導案の募集もしています。よろしくお願いいたします。

①クラウドフォルダへアクセス
☆下記のアドレスから後志教育研修センターのフォルダ内にある小
学校・中学校に進んでいただき、閲覧をしてください。
https://siribesi-

my.sharepoint.com/:f:/g/personal/skc_siribesi_onmicrosoft_com/EuNfHewiw

BlLu5NDqLq21CwBrtFuRR3jaRIQ6-cC64M4ig?e=oeuGt4

☆右の QR コードからも閲覧が可能です。

②校種を選択する。

☆まず、小学校・中

学校・特別支援の中

から校種を選びます。

指導案バンク　1



③教科を選択する。

☆次に、各教科の中か

ら探している教科を選

択します。

④学年を選択する。

☆そして、探している学年を

選択し、クリックします。

⑤単元を選択する。

☆学年をクリックすると、

単元名が出てくるので、

閲覧したい単元を選択し

ます。

指導案バンク　2



指導案バンクの実例

～単元計画～

指導案バンク　3



～板書型指導案～

◇学習指導案

指導案バンク　4



研修講座オンデマンド

◆以下のリンクまたはQRコードから、研修講座の公開講義を視聴することが

可能。

◆公開期間：令和６年１０月末まで ※すでに配信終了しています。

◆公開講義：

＊外部講師による公開講義をオンデマンド配信

＊都合により参加できなかった場合でも講義が視聴可

https://siribesi-my.sharepoint.com/:f:/g/personal/skc_siribesi_on

microsoft_com/EgDf0dP-4U9Fvog5st5cq1QB8-C_IkflHZlpjsPV

R8rIww

６月１１日（火） 校内研修

７月 ３日（水）
ミドルリーダーによる

カリキュラム・マネジメント

８月１９日（月） 学校経営Ⅱ（教頭）

より多くの先生により多くの先生に

活用してもらえるように活用してもらえるように

改善を進めていく！改善を進めていく！

オンデマンド　1





【第 3章】

研究の
成果と課題





学習指導に関する調査研究 今年度の研究の成果と次年度に向けた課題

１．視点１『「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を図るための授業改善』の成果

●研修講座の中で授業実践公開

・研修講座 学習指導（授業づくり、授業改善）の両講座で、研修センターとしての取組を発信す

ることができた。

●検証授業

・今年度は、蘭越町立蘭越小学校で１本検証授業が行い、一体的な充実を図るための方策につい

て、話し合うことができた。

●板書型指導案

・研修センターで推奨している板書型指導案について、研修講座 学習指導（授業づくり、授業改

善）の中で、受講者に伝えることができた。また、多くの学校で板書型指導案が活用されてお

り、管内に広がっていることがうかがえた。

２．視点２「教職員自身が主体的になるための研修の工夫と改善」の成果

●集合形式の研修講座

・校内研修の講座を行った。その中で、校内研修にかかわる課題や悩みなどを出してもらい、先生

方同士で交流することができた。一方で、来年度以降の講座のために、１２月にアンケートを実

施した。

●検証授業後の校内研修

・今年度は、検証授業後、蘭越町立蘭越小学校の校内研修にも参加することができた。これまで広

めてきたワークショップ型の事後研が行われており、活発に意見交流がされていた。

●指導案バンク

・今年度は、指導案をより後志管内の先生方がより使いやすい形を目指し、整理を行った。今後も

指導案を収集し、発信していきたい。

３．次年度に向けての課題

視点１

・情報発信をする際に、「誰に向けて」のものなのかを明確にする必要がある。特に、研修講座については、

募集の段階で、対象を明確にしていく。

・検証授業の在り方について、より効果的な検証方法を模索していく。

視点２

・研修講座やアンケートから先生方が、情報がほしいが、なかなか手に入れる時間がないことがうかがえ

た。１２月に実施したアンケートより、研修の進め方を中心にして、講座運営を行っていく。



あ と が き

ポストコロナの時代において、AI の活用や Society 5.0 の実現など、社会が大きく変革していく

ことが予想されます。このような状況下において、学校教育には、生徒一人ひとりの個性や多様な学

び方を尊重し、自ら学び、考え、そして行動できる力を育むことが求められています。

３年次研究がスタートした今年度、「先生方はどのように情報収集を行っているのか？」「どんなこ

とに困っているのか？」という問いを軸に、研修講座の参加者や蘭越町立蘭越小学校の先生方と話

し合い、一緒に考えてきました。その結果、先生方は情報収集に困難を感じていることや、多様な学

び方に対応するための指導方法に課題があることが明らかになりました。

これらの課題を解決するため、次年度は「発信」を意識した活動を行っていきます。「研修講座」

「検証授業」「指導案バンク」の三本柱を軸に、先生方の悩みを解決し、その成果を発信することで

授業力向上に貢献したいと考えています。

末筆になりましたが、本研究紀要作成にあたり、お力添えいただきました研究委員の先生方をは

じめ、教育関係機関の皆様に心より感謝申し上げます。

令和７年３月
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